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1. はじめに 
	 近年，教育機関では学生が学習履歴・成果物

を電子的に記録することで，学習プロセスを含

めた多面的な評価を可能にする e ポートフォリ

オの導入が進んできている．e	 ポートフォリオ

に蓄積された記録の中には，学生の成長(能力や

スキルの向上)要因となった情報が多く存在する

はずであるが，膨大な情報量の中からそれを抽

出することは困難である．また，学生本人が自

身の成長に気づかないこともある．	 

	 そこで，我々は成長要因に役立つと考えられ

る学習成果物作成時の思考過程や感情，他者か

らの気付き情報を利用した成長要因抽出支援シ

ステムを提案する．本稿では各成果物への思考

時間や他者からの気付き情報を付加できる機能

や，Twitter や Facebook などのソーシャルメデ

ィアに記録されている様々な気付きや感情情報

の学習成果物への関連付け機能を有したプロト

タイプシステムについて述べる．	 

	 

2. 成長要因の定義について 
	 スキルや能力が向上したことは，定期的に能

力測定をすることで把握可能であるが，成長要

因を特定することは難しい．また，成長の要因

となった活動や行動は１つとは限らない．さら

に，その要因は人それぞれの主観に依存する．

そこで，本研究では個人が自身の成長に繋がっ

たと判断したコンテンツを成長要因とする．	 

	 

3. 関連研究 
	 社会で活躍する卒業生(ロールモデル)の学生

時代の学習履歴・成果などの蓄積データをもと

に様々な職種に求められている実践力を数値化

し，学生が現在所有している実践力をロールモ

デルと比較・分析できるロールモデル型 e ポー

トフォリオシステムが開発された(1)．これは，学

生のキャリアオパスに対する意識の向上，再就

職支援にも効果を発揮している．しかし，目標

とする卒業生の蓄積データ(成績，業績，習得資

格)は最終的な結果であり，そこに至るまでの課

程や努力の様子が把握できない．	 一方，大学の

研究室における自律的な研究活動支援を目的と

した，研究室 e ポートフォリオシステム Co-

LabChart というものがある(2)．RITG(Research	 

Information	 Graph)という研究推移グラフを描

き，研究情報の共有に効果を上げている．しか

しこれは，研究活動に特化した情報共有システ

ムであるため，成長要因向上の要因となった活

動を抽出することには適していない．	 

	 

4. システム提案 
4.1. システムの概要 
	 本研究では，学習成果物作成時の思考過程や

感情，他者からの気付き情報が成長要因の抽出

に役立つと考えた．また，学習成果物作成時の

思考過程や感情については，日々の活動を記録

しているソーシャルメディアから収集可能にす

ることで何気ない自身の気付き情報の収集を試

みる．提案するシステムの概要を図１に示す．	 

	 
図	 1	 システム概要	 

	 本システムでは，ユーザが日常的に個々の目

的に基づいて Web 上で検索，閲覧，分類・整理

などの学習サイクルを行なっていること，日々

の活動を日常的に活用しているソーシャルメデ

ィアに記録していることを前提とする．	 
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4.2. 提供機能 
4.2.1. 成果物の蓄積機能 
	 ユーザは日々の学習・行動の学習成果物(ゼミ

資料，写真，動画等)をファイル形式でアップロ

ードすることができる．この機能から e ポート

フォリオシステムの定義(3)を満たしているといえ

る．	 

	 

4.2.2.  ソーシャルメディアと連携した活動記録
のインポート機能 

(a) 活動(成果物，過程，感情)の蓄積	 
	 ユーザは活用しているソーシャルメディアの

アカウントで本システムにログインする．これ

により，ソーシャルメディアに記録されている

最近の活動記録を本システムに取り込むことが

できる．図 2 にソーシャルメディアと連携した

活動記録のインポート機能の画面例を示す．そ

して，自身が成長に繋がったと感じた投稿や成

長の要因に関連のある投稿を選択し，自身の e

ポートフォリオに蓄積していく．この投稿は一

意な URI を持つ Web での活動を意味する．例え

ば，Twitter のつぶやきやお気に入り，またはソ

ーシャルブックマークのエントリーなどが一意

な URI に該当する．	 

	 	 

	 
図	 2	 ソーシャルメディアと連携した活動記

録インポート機能	 

	 

(b) 気づき情報，カテゴリの付与	 
	 ユーザはこれらの活動(学習成果物，ソーシャ

ルメディアを含めた Web 上での活動)を記録する

際に気づき情報とカテゴリを付与することがで

きる(図３)．蓄積された気づき情報は自身の活

動と共に閲覧することが可能である．カテゴリ

別にも活動を振り返ることができるので，自身

の活動をより多面的に振り返るツールとしても

有効的である．	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

4.2.3. 時系列形式での表示, 共有 
	 記録されたコンテンツは時系列に表示される．

選択されたコンテンツは画面を遷移することな

く，気づき情報と共に把握することができる．

また，学習にカテゴライズされたコンテンツは

担当の指導教員も閲覧できるため，成果物と合

わせて気付き情報を確認することで，より多面

的な評価が可能となっている．	 

	 以上の機能により，ソーシャルメディアを含

む Web 上での活動および付与した成長の気付き

を参照することによって，成長要因抽出を支援

することができる．	 

	 

	 
図	 3	 活動履歴確認機能	 

	 

4.3. 開発環境 
	 本システムはプロトタイプ(Web アプリ)として

実装した．開発環境を表１に示す．	 

言語	 Ruby	 1.9,	 javascript	 

フレームワーク	 Ruby	 on	 Rails	 3.2	 

Web サーバ	 Nginx,	 Unicorn	 

DBMS	 MySQL	 5.5	 

表	 1	 開発環境	 

	 

5. おわりに 
	 本研究では，ソーシャルメディアでの活動な

どを振り返り，多面的な成長要因を提示するこ

とで，自身の成長要因抽出を支援することを可

能にした e ポートフォリオシステムの開発を行

った．今後，開発した e ポートフォリオシステ

ムの有効性について検証する．	 
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